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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１１
億
７
０
３
６
万
円
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

国
の
交
付
決
定
を
踏
ま
え
た

地
方
交
付
税
６
億
７
８
６
９

万
円
、
禁
野
小
学
校
整
備
事

業
に
係
る
市
債
２
億
２
６
５

０
万
円
の
増
額
な
ど
で
す
。

歳
出
の
主
な
補
正
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
学
校
給
食
費
支
援
事
業
費

（
物
価
高
騰
に
係
る
食
材
料

費
の
決
算
見
込
み
に
基
づ
く

増
額
）
…
１
億
８
２
４
０
万

円▼
補
聴
器
購
入
助
成
事
業
経

費
（
補
聴
器
購
入
助
成
の
対

象
を
拡
大
す
る
た
め
の
増
額
）

…
２
５
５
万
円

▼
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携

シ
ス
テ
ム
の
活
用
促
進
モ
デ

ル
地
域
づ
く
り
事
業
経
費（
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
と
居
宅

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
間
の
相
互

伝
達
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
活
用

を
図
る
た
め
の
支
援
委
託
料
）

…
８
４
７
万
円

そ
の
他
債
務
負
担
行
為
の

主
な
補
正
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
（
仮
称
）
枚
方
市
立
中
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
定
事
業

関
連
経
費
（
施
設
の
整
備
、

運
営
に
係
る
事
業
経
費
）
…

１
２
０
億
８
３
０
７
万
円

▼
希
釈
放
流
セ
ン
タ
ー
運
転

管
理
業
務
委
託
の
経
費
（
民

間
事
業
者
に
よ
る
運
転
管
理

業
務
委
託
料
）
…
９
６
０
０

万
円

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

小
学
校
給
食
費

物
価
高
騰
が
続
く
中

保
護
者
負
担
の
発
生
を
懸
念

質
問

小
学
校
給
食
を
無
償

化
し
て
い
る
が
、
物
価
高
騰

が
続
く
中
、
保
護
者
負
担
の

発
生
を
懸
念
す
る
。
支
援
の

方
向
性
を
聞
く
。

答
弁

国
の
制
度
等
を
活
用

し
、
引
き
続
き
無
償
化
の
継

続
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

保
護
者
負
担
が
増
え
な
い
よ

う
国
へ
働
き
か
け
る
。ま
た
、

国
の
給
食
費
無
償
化
の
動
向

に
も
注
視
し
て
い
く
。

要
望
等

様
々
な
制
度
等
を

活
用
し
、
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
支
援
を
要
望
す
る
。

学
校
給
食
費
支
援
事
業

本
市
財
政
へ
の
影
響

認
識
し
適
切
な
運
営
を

質
問

今
回
の
補
正
予
算
を

合
わ
せ
た
学
校
給
食
費
支
援

事
業
費
の
予
算
額
は
約
３
億

３
０
０
０
万
円
と
な
り
、６
年

度
決
算
額
の
約
１
億
９
０
０

０
万
円
か
ら
大
幅
に
増
額
し

て
い
る
。そ
の
原
因
を
聞
く
。

答
弁

米
を
は
じ
め
食
材
費

の
高
騰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

要
望
等

今
後
も
食
材
費
の

高
騰
は
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。

同
事
業
が
本
市
の
財
政
に
直

接
影
響
す
る
こ
と
を
認
識
し

た
上
で
、
適
切
な
運
営
に
取

り
組
む
よ
う
意
見
し
て
お
く
。

保
育
所
等

副
食
費
の
増
額
改
定

保
護
者
の
負
担
軽
減
を

質
問

副
食
費
の
公
定
価
格

（
＊
１
）改
定
に
伴
う
保
育
所

等
の
給
食
費
負
担
金
の
増
額

補
正
を
行
う
と
い
う
が
、
改

定
額
の
推
移
を
聞
く
。

答
弁

公
定
価
格
は
１
月
で

４
５
０
０
円
が
続
い
て
い
た

が
、５
年
度
４
７
０
０
円
、６

年
度
４
８
０
０
円
、７
年
度
は

４
９
０
０
円
に
改
定
さ
れ
た
。

要
望
等

物
価
高
騰
の
終
わ

り
が
見
え
な
い
中
、
保
護
者

負
担
は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。

実
情
を
把
握
し
、
負
担
軽
減

へ
の
取
組
を
要
望
す
る
。

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

複
数
の
大
規
模
事
業

並
行
実
施
に
懸
念

質
問

厳
し
い
財
政
状
況
が

示
さ
れ
、
市
民
負
担
を
伴
う

行
財
政
改
革
を
進
め
る
状
況

下
に
お
い
て
、
中
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
が
財
政

運
営
へ
与
え
る
影
響
を
聞
く
。

答
弁

１
２
０
億
円
を
超
え

る
当
該
事
業
の
財
政
負
担
は

多
大
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、十
分
に
検
討
し
進
め
る
。

要
望
等

リ
ス
ク
管
理
の
観

点
か
ら
も
大
規
模
事
業
の
並

行
実
施
で
は
な
く
、
財
政
状

況
を
確
認
の
上
、
一
つ
一
つ

着
実
に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

補
聴
器
購
入
助
成
事
業

補
助
金
額
や
対
象
要
件
な
ど

時
代
に
応
じ
た
見
直
し
を

質
問

補
聴
器
購
入
助
成
事

業
の
対
象
者
要
件
の
拡
大
を

要
望
し
て
き
た
が
、
こ
の
度

の
拡
大
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁

７
年
１１
月
か
ら
補
助

の
対
象
に
つ
い
て
課
税
世
帯

を
含
む
全
世
帯
に
拡
大
す
る
。

要
望
等

当
該
助
成
は
認
知

症
施
策
の
一
環
で
あ
る
。
他

の
関
連
施
策
と
と
も
に
十
分

な
効
果
検
証
を
行
い
、ま
た
、

補
助
金
額
や
対
象
要
件
等
が

時
代
に
応
じ
た
も
の
と
な
る

よ
う
必
要
な
見
直
し
に
つ
い

て
も
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

補
聴
器
購
入
助
成
事
業

さ
ら
な
る
改
善
で
充
実
を

質
問

補
聴
器
購
入
助
成
事

業
の
対
象
を
課
税
世
帯
に
も

拡
大
す
る
と
い
う
が
、
非
課

税
世
帯
の
助
成
額
と
同
一
と

し
た
理
由
を
聞
く
。

答
弁

当
該
事
業
に
対
す
る

高
い
ニ
ー
ズ
や
他
市
の
実
施

状
況
等
を
踏
ま
え
、
必
要
と

す
る
６５
歳
以
上
の
人
に
同
額

を
補
助
す
る
も
の
と
し
た
。

要
望
等

非
課
税
世
帯
へ
の

助
成
額
を
手
厚
く
す
る
市
も

あ
る
。
対
象
年
齢
の
引
下
げ

も
含
め
、
充
実
し
た
も
の
と

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

介
護
事
業
者
の
負
担
軽
減
へ

シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
を

質
問

介
護
事
業
者
の
負
担

軽
減
の
た
め
、ケ
ア
プ
ラ
ン
デ

ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム
の
普
及

を
求
め
て
き
た
が
、活
用
促
進

に
係
る
事
業
の
目
的
を
聞
く
。

答
弁

当
該
シ
ス
テ
ム
の
活

用
を
普
及
さ
せ
、
介
護
事
業

所
等
の
生
産
性
向
上
を
図
る
。

要
望
等

事
業
者
か
ら
は
、

シ
ス
テ
ム
導
入
の
効
果
等
に

つ
い
て
不
安
の
声
も
あ
る
。

普
及
率
が
低
い
現
状
の
要
因

を
検
証
し
、
委
託
法
人
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
広
く
普

及
さ
せ
る
よ
う
要
望
す
る
。

質
問

し
尿
処
理
を
す
る
希

釈
放
流
セ
ン
タ
ー
の
運
転
管

理
業
務
を
委
託
す
る
が
、
大

規
模
災
害
時
の
対
応
を
聞
く
。

答
弁

施
設
の
稼
働
が
継
続

で
き
る
体
制
と
な
る
よ
う
仕

様
書
な
ど
で
明
記
し
て
い
く
。

令
和
７
年
９
月
定
例
月
議
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
１０
月
１７
日
ま
で
の
４３
日
間
の
議
会
期

間
で
開
か
れ
ま
し
た
。こ
の
議
会
で
は
、一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
制
定
、意
見
書
な
ど

を
可
決
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、４
日
間
に
わ
た
り
３０
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

（
詳
細
は
２
・
３
面
）
。

ま
た
、令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
ほ
か
６
特
別
・
３
企
業
会
計
決
算
な
ど
に
つ
い
て
は
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
上
で
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
内
容
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
１

公
定
価
格
…
教
育
、

保
育
、
地
域
型
保
育
に
通
常

要
す
る
費
用
の
額
を
勘
案
し
、

国
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算

定
し
た
費
用
の
額
の
こ
と
。

今
回
の
条
例
は
、
東
部
大

阪
都
市
計
画
楠
葉
花
園
町
地

区
に
お
け
る
地
区
計
画
を
定

め
る
こ
と
か
ら
制
定
す
る
も

の
で
す
。
区
域
内
に
お
い
て

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
事

項
を
定
め
、
適
正
な
都
市
機

能
と
健
全
な
都
市
環
境
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
都
市
計
画
法
の
規

定
に
よ
る
告
示
日
か
ら
施
行
。

楠
葉
花
園
町
地
区
地
区
計
画

地
権
者
ら
の
意
見
反
映
な
く

適
切
な
手
続
と
い
え
る
の
か

質
問

楠
葉
花
園
町
地
区
地

区
計
画
は
、
素
案
の
段
階
か

ら
地
権
者
ら
の
意
見
を
聴
取

し
て
き
た
と
い
う
が
、
都
市

計
画
案
に
提
出
さ
れ
た
市
民

意
見
は
反
対
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
地
権
者
ら
の
意
見
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
計
画
で
も
、

法
に
基
づ
き
適
切
な
手
続
を

経
た
計
画
と
い
え
る
の
か
。

答
弁

同
地
区
計
画
に
つ
い

て
は
、
都
市
計
画
法
の
目
的

を
踏
ま
え
、
本
市
都
市
計
画

審
議
会
の
承
認
を
得
て
、
適

切
に
手
続
を
行
っ
て
き
た
。

報
告
内
容
は
、
市
が
支
払

う
電
気
料
金
に
つ
い
て
、
事

務
手
続
を
誤
り
、
延
滞
利
息

が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
損

害
賠
償
額
の
決
定
に
関
す
る

も
の
な
ど
で
す
。

電
気
料
金
の
延
滞
利
息
発
生

庁
内
業
務
の
適
正
確
保
へ

内
部
統
制
の
徹
底
、強
化
を

質
問

電
気
料
金
の
振
込
は

ル
ー
チ
ン
の
は
ず
だ
が
、
な

ぜ
３
件
の
延
滞
利
息
が
発
生

し
た
の
か
。原
因
等
を
聞
く
。

答
弁

担
当
者
の
シ
ス
テ
ム

入
力
の
誤
り
を
決
裁
者
が
見

過
ご
し
た
事
案
、
担
当
者
が

請
求
書
未
着
と
誤
認
し
た
事

案
、
担
当
者
以
外
が
支
払
い

業
務
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、

課
内
で
の
注
意
喚
起
等
が
不

十
分
で
あ
っ
た
事
案
で
あ
る
。

要
望
等

庁
内
業
務
の
適
正

を
確
保
す
る
た
め
、
内
部
統

制
の
徹
底
と
強
化
を
求
め
る
。

質
問

損
害
賠
償
の
発
生
は
、

市
民
の
信
頼
を
失
い
か
ね
な

い
。
複
数
事
案
が
発
生
し
て

い
る
状
況
へ
の
対
応
を
聞
く
。

答
弁

事
務
の
適
正
な
執
行

を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
内
部

統
制
制
度
の
活
用
や
事
務
処

理
そ
の
も
の
の
改
善
な
ど
、

発
生
防
止
に
努
め
る
。

今
回
の
改
正
は
、
国
の
省

令
改
正
を
受
け
、
小
規
模
保

育
事
業
等
に
お
け
る
連
携
施

設
の
確
保
に
関
す
る
経
過
措

置
を
１１
年
度
ま
で
の
５
年
間

延
長
す
る
と
と
も
に
、
保
育

内
容
支
援
及
び
代
替
保
育
の

提
供
基
準
等
を
緩
和
し
、
連

携
協
力
に
関
す
る
見
直
し
を

行
う
も
の
で
す
。

な
お
、公
布
日
か
ら
施
行
。

小
規
模
保
育
施
設

連
携
施
設
確
保
の

基
準
緩
和
の
必
要
性
は

質
問

市
内
小
規
模
保
育
施

設
等
は
連
携
施
設
を
確
保
で

き
て
い
る
状
況
で
あ
る
の
に
、

今
回
改
正
す
る
理
由
を
聞
く
。

答
弁

現
在
は
確
保
で
き
て

い
る
が
、
今
後
、
要
件
を
満

た
せ
な
く
な
っ
た
場
合
に
必

要
な
保
育
提
供
体
制
が
確
保

で
き
な
く
な
る
こ
と
は
適
切

で
な
い
と
考
え
、
国
に
準
じ

て
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

要
望
等

基
準
緩
和
で
、
何

よ
り
大
切
に
す
べ
き
保
育
の

安
全
、
安
心
が
担
保
さ
れ
な

い
の
で
は
と
懸
念
す
る
。

今
回
の
改
正
は
、
育
児
休

業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は

家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の

福
祉
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
伴
い
、
職
員
に
対
し
、
仕

事
と
育
児
の
両
立
支
援
に
関

す
る
制
度
等
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
当
該
職
員
へ
の
意

向
確
認
、
配
慮
を
任
命
権
者

に
義
務
づ
け
る
た
め
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

な
お
、
７
年
１０
月
１
日
か

ら
施
行
。

意
見

職
員
が
休
暇
等
の
制

度
を
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き

る
よ
う
、
代
替
職
員
の
補
充

等
、
職
場
の
体
制
整
備
の
強

化
を
要
望
す
る
。

※ 決算審査の内容は、次号でお知らせします。

議
会
日
誌

９月１０月
９
月
定
例
月
議
会

５
日
…
本
会
議（
第
１
日
）

補
正
予
算
、
条
例
の
制

定
等
を
可
決

５
日
…
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長
、
副
委
員
長
の

互
選
等

１２
・
１６
・
１７
・
１８
日
…
本

会
議
（
第
２
〜
５
日
）

３０
議
員
が
一
般
質
問

２２
日
…
本
会
議（
第
６
日
）

意
見
書
を
可
決

１
・
２
・
７
・
８
・
１４
日

…
決
算
特
別
委
員
会

６
年
度
各
会
計
決
算
等

を
審
査

１７
日
…
本
会
議（
第
７
日
）

６
年
度
各
会
計
決
算
等

を
認
定
、
可
決

意見書 その他 外郭団体
経営状況 ６年度決算関連 条例 ７年度補正予算一部改正 制定

・
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
国
庫
負
担
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

・
大
阪
・
関
西
万
博
工
事
代
金
の
未
払
い
に
よ
る
被
害
者
へ
の
早
急

な
救
済
措
置
を
求
め
る
意
見
書

・
生
活
保
護
基
準
の
引
下
げ
を
違
法
と
す
る
最
高
裁
判
決
を
踏
ま
え
、

引
下
げ
が
行
わ
れ
た
期
間
に
お
け
る
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
補
償

等
を
求
め
る
意
見
書

・
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
人
道
危
機
を
踏
ま
え
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家

承
認
を
求
め
る
意
見
書

・
専
決
事
項
の
報
告

・
６
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

・
６
年
度
水
道
事
業
会
計
継
続
費
の
精
算
報
告

・
６
年
度
基
金
の
運
用
状
況

・
債
権
の
放
棄

・
公
益
財
団
法
人
枚
方
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
６
年
度
事
業
報
告
）

・
枚
方
市
土
地
開
発
公
社
（
６
年
度
事
業
報
告
）

・
下
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

・
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

・
下
水
道
事
業
会
計
決
算

・
病
院
事
業
会
計
決
算

・
水
道
事
業
会
計
決
算

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
財
産
区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
自
動
車
駐
車
場
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

・
市
議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例

・
水
道
事
業
給
水
条
例
等

・
地
域
型
保
育
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
及
び
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

・
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

・
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

・
東
部
大
阪
都
市
計
画
楠
葉
花
園
町
地
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

・
東
部
大
阪
都
市
計
画
山
田
池
北
町
地
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

・
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
自
動
車
駐
車
場
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

否

決

否

決

否

決

可

決

聴

取

聴

取

聴

取

聴

取

聴

取

聴

取

聴

取

可

決

可

決

認

定

認

定

認

定

認

定

認

定

認

定

認

定

認

定

認

定

認

定

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決
－ － － ４ １ － － － － － － ※ － － １ － １ １ － － － － － － － － － １

・ 田口敬規議員（自由民主党・無所属
の会）は、議決当時、議長としての立場
上、採決に参加していません。

－ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － － － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
決
結
果
一
覧

掲載面
自 民
共 産
連 合
維 新
公 明
命守る

会派等所属別議員名
結成順に掲載。（ ）は会派等の略称

自由民主党・無所属の会（自 民）
前 田 富 枝、田 口 敬 規、
長 友 克 由、松 本 佑 介、
妹 尾 正 信

日本共産党議員団（共 産）
堤 幸 子、広瀬ひとみ、
松岡ちひろ、三 和 智 之

連合市民の会（連 合）
野 村 生 代、八 尾 善 之、
奥 野 美 佳、番 匠 映 仁、
大津真沙樹

大阪維新の会
枚方市議会議員団（維 新）
泉 大 介、鍜治谷知宏、
高 野 寿 陛、岡市栄次郎、
門 川 紘 幸、小 池 晶 子、
大 濱 暢 祐、佐田あゆ美、
志 甫 直 哉

公明党議員団（公 明）
丹 生 真 人、大 地 正 広、
藤 田 幸 久、田 中 優 子、
一 原 明 美、千 葉 雅 民、
東 実名子、峠 賢 一

命を守る政治の会（命守る）
漆 原 周 義


